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もっともガッカリする一言
決定的なミスではないけれど、もうちょっとなんとかな
るんじゃないか？
　
ということを部下や後輩に指摘した時、
「どうしたらいいのか教えてください！」と元気に、明るくにっこり、そして無邪気に返される時ほど、ガッカリすることはありません。これ以上親切に指摘してあげるのはもうやめよう、とすら思います。
立場上そんなイジワルもでき いの 「例えば、こうい
う考え方もあるんじゃないか」とか「こういう事例を聞いたことがあるけど」とか 追加情報を述べたりしますが、私の頭の中に浮かぶ疑問 ただ一つ。 「なぜ、そんな すぐに一つの答えを知りたがるのか？」です
面と向かって確認したことも、大々的なアンケートを取
ったこともありませんが、多くの大学教員は学生に対して同じような感想を持つのではないかと思います。
私は問いたい。答え 一つじゃなきゃいけないの？
フレームワークってなに？
巷には「フレームワーク」という言葉があふれています。
体制を整えるという意味で組織の枠組みをフレームワークと表現したり、マニュアル化で業務を定型化することをフレームワーク化と表現したりするほか、課題に対して検討すべきポイント パタ ン化し、誰 もできるような考え方、意思決定、分析、問題解決、戦略立案 どの方法そのものをフレームワークと呼ぶこ もあ ます。
ざっくり言うと、効率的に答えを出すための仕組みのこ
とでしょうか。分かったような 分からないような、なんとなく腑落ち 悪い言葉ですが、もちろん「フレームワーク」に罪はありません。むしろ強力 ツールであり、こういう仕組み、ツールを理解し、使いこなすこ を奨励されているのも事実です。
それでも問いたい。答え てそんなに効率的に出さなき
ゃいけな も なのかな？三鷹駅の発車メロディの謎
ＪＲ三鷹駅の発車メロディが童謡「めだかの学校」なの
はご存じでしょうか？
私はずっと「ミタカとメダカの駄洒落に違いない！」と
思い込んでいました。ある日、そのことを自慢げに友人語ったところ、それは駄洒落とかではなく、三鷹にゆかりがある作曲家中田喜直の曲なので「めだかの学校」が採用になったのだ、と教えてくれました。効率的に答え 知ること云々以前に、自分の思い込みで知った気になっていたことがオソロシイし 何より恥ずかしい…
反省して調べてみました。いくつかの資料により平成
二二年に三鷹駅開業八〇周年を記念して、三鷹に住んでいたことがある中田喜直 作曲 た「めだかの学校」が発車メロディとして採用されたことが判明しま た。 さら 本当に住んでいたのか」という疑問を解消すべく、土肥 ゆき編『中田喜直』や、中田喜直著『随筆集
　
音楽と人生』
などの資料にもあたり、確かに中田喜直が三鷹市に住んでいたことも確認でき、ひと安心です。
が、ここまではいわば調べ方の「フレームワーク」 。誰
でも一定水準の成果を上げるこ ができる調査です。
もう一度問いたい。答えが分かればそれで満足できます
か？めだかの学校は川なのか？
ある朝いつものように通勤電車に乗り、 「めだかの学校
は川のなか～」と三鷹駅の発車メロディを楽し まし
た。 その瞬間、 突如その歌詞が 「めだか 学校は川なのか？」という疑問形に転換してしまったのです。
朝からつまらないことを考えている場合じゃないと、自
分を叱りつつも、次々と浮かぶ疑問が止まりません。 「めだかが川の中にいっぱいいたと 、なぜそれが学校 と断定できるのか？」 「 もそも学校の定義付けが必要なのではない ？」 「川の中とはどこを指すのか？」 「もし、一匹でもちがう種類がまぎれていたら〝めだか 〟とは言えないの ないか？」 「めだかが集まっていることが事実だとしても、それはお祭りだった可能性はないの ？」
なぜ疑問が止まらないのか、それは自分で問 を立てる
ことが楽しいからに決まっています。
最後に問いたい。 「どうしたらいいのか教えてくださ 」
と無邪気に返すことで失うのは、自分で問いを立てるきっかけやチャンスではないで ょうか？
それは実に、もった ことだと思うのです。
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